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ア
ン

ハ
ニ
〉
加
賀
の
安
闘
寺

l
加
賀
に
於
い
て
は
そ
の
安
岡

寺
を
安
閥
山
崇
翠
穆
寺
と
呼
ん
だ
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
東
韻
寺
不
二
庵
開
基
岐
陽
方
秀
の
撰
ん
だ
不

二
遺
稿
に
よ
っ
て
、
隠
永
九
年
無
血
事
紹
皐
が
府
軍
足

利
義
識
の
命
に
よ
っ
て
崇
聖
寺
何
世
か
の
住
肢
に
補

せ
ら
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
隆
涼
軒
目
録
に
よ
る

と
、
そ
の
後
寛

E
=一
年
六
周
八
日
に
、
浪
美
洞
〈
直

海
川
ν
と
白
山
河
と
の
合
流
地
貼
に
あ
っ
た
安
岡
寺

が
、
澗
障
の
崩
壊
に
よ
っ
て
危
険
に
制
倒
し
た
震
、
修

館
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
の
位
置
が

石
川
郡
直
海
川
の
河
口
附
廷
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
察

せ
ら
れ
、
文
明
十
六
年
の
頃
に
至
る
ま
で
そ
の
記
事

が
散
見
し
て
ゐ
る
。

2
5能
電
の
安
筒
寺

l
能
管
の
安
岡
寺
に
就
い
て

も
、
そ
れ
を
高
松
山
安
岡
鵡
寺
と
薦
し
、
清
拙
大
鑑

凶
師
を
閉
山
と
し
た
こ
と
は
扶
桑
五
山
記
に
見
え
、

蔭
涼
軒
目
録
嘉
吉
元
年
四
用
十
四
日
に
能
州
安
岡
寺

清
一
係
首
座
、
寛

E
=一
年
六
周
三
日
に
能
膏
岡
安
岡
寺

昌
才
首
座
な
ど
の
名
も
見
え
る
。
叉
寺
の
所
在
が
萄

七
尾
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
東
罰
明
寺
彰
叔
の
猫
知
昨
夢

に
載
せ
る
濁
祭
亭
記
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

ハ
四
)
安
閣
寺
と
宗
門
1
安
閣
寺
及
び
利
生
塔
の
建
立

は
、
そ
の
初
め
疎
石
の
勧
誘
か
ら
起
っ
た
。
故
に
之

に
選
定
せ
ら
れ
た
伽
藍
は
悉
く
鵡
宗
で
は
あ
る
が
、

し
か
し
疎
石
の
宗
円
で
あ
る
臨
済
鵡
と
の
み
は
限
ら

ぬ
。
護
し
高
松
山
安
閣
寺
の
知
き
は
、
清
拙
大
鑑
の

開
創
だ
と
い
ふ
か
ら
、
問
よ
り
臨
済
砲
で
あ
る
が
、

能
号
の
利
生
塔
で
あ
る
永
光
寺
が
曹
洞
溜
な
る
を
以

て
見
れ
ば
、
洞
梼
何
れ
で
も
檎
は
な
か
っ
た
や
ろ
で

あ
る
。

ハ
五
〉
越
管
賀
三
州
志
の
殻

l
越
菅
賀
三
州
志
に
、
『
安

闘
寺
は
、
何
闘
に
在
り
て
も
東
爵
寺
の
下
振
な
b
と

い
ふ
。
相
停
ふ
。
聴
永
二
年
勅
願
に
依
り
て
、
日
本

一
箇
闘
に
安
凶
寺
一
寺
あ
て
創
建
あ
b
。
此
時
加
州

に
は
停
僚
護
国
間
寺
、
越
中
に
は
凶
泰
高
年
間
脚
寺
、

能
州
に
は
総
持
越
同
調
寺
あ
れ
げ
、
此
三
州
に
安
凶

寺
を
置
く
に
及
ば
ず
と
て
止
む
と
い
ふ
。
』
と
あ
る
の

は
、
岡
泰
寺
が
越
中
の
安
凶
寺
で
あ
っ
た
と
い
ふ
説

あ
る
の
外
、
凡
べ
て
事
貨
を
殺
っ
て
ゐ
る
。

ア
ン
ゴ
タ
安
居
寺
河
北
部
大
浦
に
在
っ
て
、

長
宗
東
波
に
周
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、
明

治
十
二
年
七
月
寺
蹴
公
穏
を
許
さ
れ
た
。

ア
ン
コ
ロ
モ
チ
筒
乙
ろ
餅
石
川
部
成
な
る
村

山
岡
入
の
製
す
る
所
で
あ
る
が
、
そ
の
地
松
任
に
接

続
し
て
開
る
か
ら
、
松
任
の
筒
こ
ろ
と
呼
ば
れ
る
。

天
狗
に
擾
は
れ
た
る
始
祖
岡
八
が
夢
中
家
族
に
製
法

を
停
へ
た
も
の
と
い
ひ
、
餅
を
小
一
虫
館
で
く
る
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
同
家
の
隠
間
に
あ
る
綴
筏
柏
が
、
元

文
二
年
四
八
の
失
銭
前
に
植
ゑ
た
も
の
と
い
ふ
か

ら
、
箇
こ
ろ
餅
創
始
の
時
代
も
略
推
鼠
せ
ら
れ
る
。

ア
ン
ザ
ン
ワ
ラ
安
産
麓
石
川
郡
安
原
に
産
す

る
稲
の
裁
を
、
部
時
は
安
産
鍛
と
得
し
て
蛮
障
に
愛

用
せ
ら
れ
た
。
安
原
の
制
ヤ
ス
ハ
ラ
を
安
腹
と
解
し

た
箆
で
あ
ら
う
。

ア
ン
ジ
ユ
ウ
ジ
安
住
寺
金
調
仲
野
出
寺
町
に
在

っ
て
、
本
提
山
と
鋭
す
る
。
天
台
宗
。
初
め
慶
長
元

年
舜
策
法
印
が
美
濃
野
口
に
創
立
し
た
が
、
西
尾
隼

人
の
前
田
氏
に
仕
へ
る
に
及
び
従
っ
て
金
揮
に
来

b
、
慶
長
元
年
四
用
大
坂
役
に
は
避
箭
符
を
前
田
利

常
に
献
じ
た
。
後
利
常
か
ら
河
原
町
に
寺
地
を
賜
は

っ
た
が
、
寛
永
十
三
年
の
揺
災
に
よ
っ
て
今
の
地
に

移
縛
し
た
。
二
十
年
東
照
宮
を
金
神
城
内
に
勅
諮
す

る
に
及
ん
で
、
安
住
寺
は
そ
の
宥
坊
顕
を
命
ぜ
ら
れ
、

役
料
と
し
て
米
十
石
を
受
け
た
。

ア
ン
ジ
ユ
ジ
安
受
寺
能
美
郡
西
二
口
に
在
っ

て
、
国
民
宗
東
波
に
関
す
る
。
天
保
二
年
寺
践
を
許
さ

叫

a

a

-

-

れ
た
。ア
ン
シ
ョ
ウ
イ
ン
安
緯
院
富
山
藩
宇
一
第
三
代

前
悶
利
輿
の
法
獄
。
詳
し
く
は
安
静
院
青
山
日
高
大

居
士
。ア
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
由
貿
成
寺
羽
咋
郡
鵜
野
屋
に
在

っ
て
、
民
宗
東
一
概
に
鴎
す
る
。

ア
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
安
海
寺
鹿
島
郡
池
崎
に
在
っ

て
、
興
宗
西
一
概
に
臨
す
る
。
能
脅
.
名
跡
志
に
、
『
安
静

寺
と
て
、
自
民
如
庵
の
十
六
歳
ま
で
有
り
し
一
向
宗
あ

り
。
此
寺
普
は
孝
恩
寺
と
て
鵡
宗
に
て
あ
り
し
也
。
』

と
い
へ
る
は
、
光
雲
寺
の
こ
と
そ
謀
っ
た
も
の
で
あ

ら
う
。ア
ン
セ
イ
ジ
安
審
寺
羽
咋
郡
大
念
寺
に
在
っ

て
、
長
宗
東
祇
に
隷
す
る
。

ア
ン
セ
イ
ノ
ダ
イ
ゴ
タ
安
政
大
獄
大
嬰
寺
務

に
於
い
て
は
、
安
政
五
年
十
二
用
十
入
日
幕
府
か
ら

水
戸
藩
士
京
都
留
守
開
役
鵜
伺
吉
左
衛
門
、
京
都
儒

臨
池
内
大
接
、
京
都
術
師
浮
悶
一
慈
、
同
人
枠
掲
げ
国
松

庵
四
人
を
預
け
ら
れ
、
務
は
之
を
江
戸
邸
に
置
い
た
。

こ
は
皆
既
翻
戊
午
の
獄
の
述
泉
と
見
倣
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
う
ち
鵜
倒
苦
左
衛
門
は
、
翌
年
九
周
二
十

七
日
滞
よ
り
幕
府
に
引
渡
さ
れ
た
後
に
死
刑
と
な

り
、
池
内
大
壌
は
同
日
中
温
政
に
虚
せ
ら
れ
た
が
、

文
久
三
年
正
用
十
二
日
大
坂
に
於
い
て
土
佐
浪
人
岡

田
以
磁
等
に
殺
さ
れ
、
叉
浮
田
一
惑
と
松
庭
と
は
同

年
十
周
七
日
所
挽
に
盛
せ
ら
れ
た
が
、
留
置
中
に
病

を
得
て
、
幾
く
も
な
く
残
し
た
。

ア
ン
セ
ン
ジ
安
尊
寺

m
羽
咋
郡
杉
野
屋
に
在
っ

て
、
提
宗
商
波
に
隷
す
る
。

ア
ン
セ
ン
ジ
安
泉
寺
羽
咋
郡
古
江
に
在
っ
て
、

提
宗
東
液
に
識
す
る
。

ア
ン
ダ
イ
ハ
ラ
安
代
原

す
る
邸
落
。

鳳
京
都
櫛
兇
庄
に
屈

三
O

ア
ン
ダ
イ
ハ
ラ
イ
シ
安
代
原
石
臨
至
郡
安
代

原
に
産
す
る
石
材
。
蹄
石
安
山
岩
で
勘
色
を
呈
し
、

安
山
容
質
石
基
中
に
、
白
色
斜
長
石
の
分
解
し
た
も

の
及
び
黒
色
輝
石
を
散
在
せ
し
め
る
。
硬
さ
は
凝
訳

岩
に
同
じ
い
。

ア
ン
ダ
イ
ハ
ラ
ジ
ヨ
ウ
安
代
原
按

4
ア
サ
フ

ダ
ジ
ヨ
ウ
浅
生
悶
城
。

ア
ン
ド
ウ
シ
『
-
タ
メ
イ
安
藤
叔
明
珠
洲
市
小

路
の
人
。
交
は
卒
左
衛
門
。
文
化
四
年
二
月
十
五
日

生
ま
れ
、
通
灘
兵
衛
、
爵
は
襲
、
字
は
千
丈
、
後
叔

明
、
勝
亭
と
続
し
た
。
京
都
に
赴
い
て
、
簡
や
・
悶
本

盟
彦
に
、
詩
書
を
頼
山
陽
・
梅
辻
春
織
に
畢
ん
だ
が
、

扇
郷
の
後
天
保
十
三
年
十
周
九
日
三
十
五
援
を
以
て

夜

L
た
。
そ
の
墓
誌
は
春
樵
の
記
す
る
所
で
あ
る
。

ア
ン
ド
ウ
チ
ョ
ウ
ザ
Z

モ
ン
安
藤
長
左
衛
門

大
坂
雨
役
に
従
軍
し
、
館
組
組
の
足
軽
顕
で
あ
っ

た
。
高
治
元
年
の
士
籍
小
松
衆
の
内
に
は
千
五
百
石

安
際
長
左
衛
門
と
し
て
ゐ
る
。
畏
左
衛
門
の
夜
し
た

の
は
寛
文
五
年
十
一
周
十
二
日
で
あ
っ
た
。
子
長
兵

衛
の
時
浪
人
と
な
っ
て
江
戸
に
往
き
、
後
旗
本
に
召

抱
へ
ら
れ
た
。

ア
ン
ド
ウ
マ
チ
安
藤
町
金
揮
の
町
名
で
、
俗

に
ア

y
ド
y
町
と
呼
ぶ
。
大
普
氏
下
屋
敷
の
隣
地
で
、

石
引
町
か
ら
東
北
の
小
路
で
あ
る
。
此
の
地
は
従
来

餓
抱
組
足
曜
の
組
地
で
、
そ
の
頭
安
穣
長
左
衛
門
か
、

ら
起
っ
た
名
で
あ
る
と
い
ふ
。

ア
ン
-
-
ヤ
モ
ド
日
行
脚
戻
一

m
m
o
伊
勢
の
俳

人
五
桐
編
。
元
糠
十
六
年
京
弁
筒
屋
庄
兵
衛
板
。
五

桐
が
そ
の
師
涼
蒐
の
加
越
行
闘
の
蹄
郷
を
迎
へ
て
成

し
た
歌
仙
と
、
加
越
等
の
俳
人
の
停
句
を
載
せ
た
も

の
で
あ
る
。

ア
ン
-
-
品
・
ワ
ジ
安
入
寺

て
、
提
宗
東
波
に
識
す
る
。

羽
咋
郡
長
田
に
在
つ


